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贋
一
 

風
が
蔵
る
よ
 

五
月
の
風
が
 

子
ら
の
夢
の
せ
 

若
葉
が
ゆ
れ
る
 

綱
引
き
勝
負
 

な
か
な
か
つ
か
ぬ
 

赤
に
は
負
け
ぬ
ぞ
 

ワ
 ッ
シ
ョ
イ
 
ワ
 
ッ
シ
 
ョ
イ
 

白
に
は
負
け
ぬ
ぞ
 

ワ
 ッ
シ
ョ
イ
 
ワ
 ッ
シ
 
ョイ
 

ど
ち
ら
も
が
ん
ば
れ
 

力
の
か
ぎ
り
 

雀
も
チ
ュ
ン
チ
ュ
ク
 

応
援
し
て
る
 

事

ニ
誓
●よ
昌
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三
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」」
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●
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4
き
れ
い
で
、
豊
か
な
水
を

4
六
月
》
日

か
ら
全
国

い
っ
せ
い
に
 

「
水
道
週
間
」
 
が
始ま
り
ま
す
が
、
市
が
さ
る

四
十
二
年
度
か
ら
総

事
業
費
七
億
八
百
四
万
二
千
円
で
着
手
し
て
い
た
上
水
道

の
拡
張
工

事
が
こ
の
四
月
で
お
わ
り
、
給
水
能
力
が
こ
れ
ま
で
の
二
倍
強
に
増

強
さ
れ
ま
し
た
。
 

拡
張
工
事
に
は
、
浄
水
場
の

施
設
整
備
に
三
億
七
千
六
百
九

十
四
万
三
千
円
、
配
水
管
の
布

設
に
三
億
三
千
百
九
万
九
千
円

が
そ
れ

ぞ
れ

投
じ

ら
れ

て
い

ま
す
。
 

給
水
の
拡
張
に
よ
る
配
水
管

の
布
設
は
、
七
和
地
区
と
長
橋

の
一
部
（
浅
井
）
を
除
い
た
新

市
の
全
域
に
わ
た
っ
て
六
万
七

百
六
十
三
り
M
に
達
し
 
（
総
延
長

九
六
、
二
〇
〇
M
）
、

「
方
浄

水
場
の
給
水
能
力
は
元
町
浄
水

場
が
こ
れ
ま
で
の
「
日
四
千
立

ガ
り
Mが
七
千
八
十
立
方
り
M
に
、
 

飯
詰
浄
水
場
が
千
ニ
百
立
方
M
 

が
四
千
九
百
二
十
立
方
り
M
に
、
 

あ
わ
せ
て
こ
れ
ま
で
の
二
倍
強

の
一
万
二
千
立
方
M
ま
で
給
水
 
 

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

現
在
の
給
水
人
ロ
は
三
万
一

千
五
百
人
で
す
が
、
市
で
は
拡

張
計
画
に
よ
る
給
水
人
ロ
を
五

十
七
年
度
時
点
で
四
万
人
（
「
 

日
最
大
給
水
量
一
二
、
〇
〇
〇

立
方
M
）
に
す
る
方
針
で
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
市
の
水
道
事
業

は
ご
存
知
の
と
お
り
県
内
で
一
一
 

醗
 
現
況
届
は
 

児
童
手
当
制
度
は
、
昨
年
一

月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
手
当
支
給
の
要
件
と
し

て
受
給
者
の
前
年
の
所
得
や
養

育
の
状
況
な
ど
を
審
査
し
て
認

定
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
認
定
の
た
め
「
児
童
手

当
現
況
届
」
を
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
該

当
者
は
六
月
一
日
か
ら
同
月
三

十
日
ま
で
の
間
に
市
福
祉
事
務

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
届
出
を
さ
れ
な
い
と
、
 

ひ
き
続
き
手
当
支
給
の
要
件
が

満
た
さ
れ
て
も
六
月
分
以
降
の

児
童
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
 

手
当
支
給
要
件
の
該
当
者
は
 
 

番
目
と
い
う
古
い
歴
史
を
も
っ

て
い
ま
す
。
昭
和
二
年
、
初
め

て
給
水
を
開
始
し
て
以
来
四
十

五
年
間
、
日
常
生
活
に
欠
か
せ

な
い
水
を
皆
さ
ん
の
家
庭
に
供

給
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
 

市
水
道
課
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
き
れ
い
で
豊
か
な
水
を
皆
さ

ん
に
使
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う

努
め
ま
す
の
で
、
い
ま
一
度
水

道
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
、
水
の
重
要
性
を
再
認

識
し
て
く
れ
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

六
月
中
に
 

次
の
と
お
り
で
す
o
 

ノ

▽
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三

人
以
上
ぎ

月
し
て
お

り
、

そ
の
 

(
 

う
ち
ひ
と
り
以
上
が
昭
和
三
十

八
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ

た
児
童
で
あ
る
こ
と
 

▽
養
育
者
本
人
の
前
年
の
収

入
が
一
定
額
（
扶
養
親
族
な
ど

五
人
の
場
合
お
よ
そ
二
〇
〇
万

円
）
を
こ
え
な
い
所
得
で
あ
る

こ
と
、
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

児
童
手
当
の
認
定
請
求
書

（
 

現
況
届
）
を
提
出
の
際
は
、
印

鑑
と
健
保
、
国
保
の
被
保
険
者

証
を
ご
持
参
願
い
ま
す
。
 

な
お
国
家
公
務
員
、
地
方
公

務
員
は
勤
務
先
で
と
り
扱
う
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

給水 

整備された元町浄水場 



専罷会館 	開 h}h・ 10 周年記念 

文化講演会 

山本健吉氏 

警 

「無
名
碑
」
 

曽野綾子氏 

を
受
賞
し
同
年
 

花
と

緑

と

H』
 

小
鳥

の
ひ

ろ
ば
 

八
幡
様
の
境
内
の
桜
が
満
開

に
な
る
五
月
、
乾
橋
か
ら
市
庁

舎
裏
を
通
り
五
農
高
校
裏
ま
で

土
手
づ
た
い
に
早
朝
散
歩
す
る

と
桜
鳥
の
群
れ
に
よ
く
出
あ
い

ま
す
。
 

こ
の
鳥
は
、
稲
の
害
虫
で
あ

る
メ
イ
ガ
の
幼
虫
や
蝋
を
好
ん

で
つ
い
ば
む
た
め
、
秋
か
初
冬
 

に
か
け
て
は
田
ん
ぼ
に
群
れ
て

稲
の
切
株
に
ひ
そ
む
害
虫
類
を

次
々
と
え
さ
と
す
る
益
鳥
で

「
 

豊
年
鳥
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
 一
羽
の
鳥
は
一
日
平
均
八
 

桜
 

白
」w
 

（
さ
く
ら

ど

り
）
 

十
匹
ぐ
ら
い
の
メ
イ
チ
ュ
、ウ
を

つ
い
ば
み
、
 そ
の
他

キ
リ

ウ

ジ
、
イ
ナ
ゴ
、
ツ
ト
ム
ッ
な
ど

あ
ら
ゆ
る
稲
の
害
虫
を
え
さ
と
 

し
ま
す
。
 

桜
鳥
の
本
名
は
ム
ク
ド
リ
で

ム
ク
ド
リ
科
の
ム
ク
ド
リ
属
の

鳥
で
す
。
五
所
川
原
市
周
辺
で

は
冬
季
積
雪
が
多
く
な
る
と
、
 

南
下
し
四
国
、
九
州
へ
渡
り
ま

す
が
、
積
雪
の
少
な
い
年
は
一

部
留
ま
る
鳥
も
い
ま
す
。
 

俗
名
と
し
て
、
さ
く
ら
ど
り

む
く
、
も
く
ど
り
、
む
く
わ
り

む
く
く
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

、
 

参

議
院

（県
選
出
）
議

員
 

②
 
補

欠

選
挙
 

△
投
票
日
 
六
月
十
七
日

△
投
票
時
間
 
午
前
七
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
 

△
投
票
所
と
投
票
区
域
 
こ

れ
ま
で
ど
お
り
で
す
。
入
場
券

は
発
行
し
ま
せ
ん
。
 

△
選
挙
権
は
 
昭
和
四
十
八

年
六
月
十
七
日
現
在
で
満
二
十
 
 

歳
の
人
（
昭
和
二
八
年
六
月
一

八
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
 

昭
和
四
十
八
年
五
月
二
十
三

日
で
満
三
カ
月
以
上
居
住
す
る

人
（
昭
和
四
八
年
二
月
二
三
日

ま
で
市
内
に
住
み
住
民
登
録
を

し
た
人
）
 

△
転
居
の
場
合
 
昭
和
四
十
 
 

八
年
五
月
十
五
日
ま
で
転
居
の

手
続
き
を
と
っ
た
人
は
新
住
所

地
、
そ
れ
以
後
の
人
は
前
の
住

所
地
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
 

△
不
在
者
投
票
 
△
不
在
者

投
票
期
間
V
昭
和
四
十
八
年
五

月
二
十
五
日
か
ら
六
月
十
六
日

ま
で
。
当
日
、
投
票
所
へ
行
っ

て
投
票
で
き
な
い
人
は
、
不
在

者
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

△
不
在
者
投
票
時
間
V
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
不
在
者
投
票
は
、
印
鑑
を
も
 
 

っ
て
市
選
管
事
務
局
（
市
庁
舎

四
階
）
 
に
おい
で
く
だ
さ
い
。
 

選
挙
に
つ
い
て
不
明
の
点
は

い
つ
で
も
市
選
挙
管
理
委
員
会
 

（
電話
内
線
三
二
九
番
、
三
三

〇
番
）
 
に
お間
い
あ
わ
せ
く
だ
 

さ
い
。
 

生
活
環
境
 

バ
ト

ロ
ー
ル
本
部
 

住
み
よ
い
 

環
境
づ
く
り
に
 

で
ん
わ

⑤
一
四
一
四
 

口
演
題
 

「
古
典
と
現
代
文
学
」
に
よ
っ
 

「
文
学
雑
感
」
 

て
読
売
文
学
賞

（
評
論部
門
）
 

山
本
健
吉
 

を
受
賞
し
、
さ
ら
に
昭
和
三
十

文

芸

評
論
 
七

年
「
柿
本
人
麻
呂
」
で
読
売

家
。
慶
応
大
学
 
文

学
賞

（
評
論
伝
記
部
門
）
を

国
文
科
を
卒
業
 

受
賞
し
て
い
る
。
 

後
改
造
社
に
入
 

昭
和
四
十
年
、
そ
れ
ま
で
の

社
し

「
俳
句
研
 
戦

後
ニ
十
年
間
の
古
典
文
学
の

究
」
の
編
集
に
 
研
究
に
お

け
る
業
績
で
芸
術
院
 

た
ず
さ
わ
る
。
 

賞
を
受
け
、
昭
和
四
十
七
年
「
 

昭
和
三
十
年
 
最
新
俳

句
歳
時
記
」
で
読
売
文
 

「
言
蕉
」
に
よ
 
学
賞

（
研
究級
訳
部
門
）
を
受

り
新
潮
文
学
賞
 

け
た
。
 

ロ
演
題
「
事
実
と
真
実
」
 

曾
 
野
 
綾
 
子

聖
心
女
子
大
在
学
中
か
ら

「
 

新
思
潮
」
に
参
加
し
、
昭
和
一
一

十
九
年
「
遠
来
の
客
た
ち
」
が

芥
川
賞
候
補
に
な
り
、
文
壇
に

デ
ビ
ュ
ー
。
以
来
、
多
彩
な
文

学
活
動
を
続
け
な
が
ら
人
間
の

問
題
、
社
会
の
問
題
を
豊
か
な

才
分
で
描
き
わ
け
て
い
る
。
 

作
家
三
浦
朱
門
氏
は
、
そ
の

夫
君
で
あ
る
。
 

△
主
作
品
V
 「

傷
 
 つ
 
い
 
た
葦
 

片
ぜ
っ
た
い
多
数
」
 
「
誰
の
た

め
に
愛
す
る
か
」
「
た
ま
ゆ
ら
」
 

ロ
演
題
 

「
男
と
女
」
 

渡
 
辺
 
淳
 
一
 

北
海
道
に
生
ま
れ
る
。
札
幌

医
大
を
卒
業
後
外
科
医
と
し
て

大
学
病
院
に
勤
務
の
か
た
わ
ら

執
筆
活
動
を
続
け
る
。
 

昭
和
四
十
年
「
死
化
粧
」
で

第
十
一
回
新
潮
同
人
雑
誌
賞
を

受
賞
、
昭
和
四
十
五
年
「
光
と

影
」
 
で第
六
十
三
回
直
木
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。
 

△
主
作
品
V
 

「
ダ
ブ
ル
ハ
ー
ト
」
 
「
冨士

に
射
つ
」
 
「
小説
、
一
心
臓
移

植
」
 
「花
埋
み
」
 

〇
次
の
と
こ
ろ
で
整
理
券
を
さ

し
あ
げ
て
お
り
ま
す
 
小
関
書

店

（
大
町
）
、鶴
常
書
店

（
本
 

町
）
、
飛
島
文

氏
 
化
堂

（
大
町P
 

」
一
 
市
民
文
化
会
館
 

酵
 
割
敵
二
 

渡
 

市
民
文
化
会
館
で
は
開
館
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
文
芸
春
秋

の
厚
意
に
よ
り
「
文
化
講
演
会
」
を
六
月
十
二
日

（火
）
午
後

六
時
三
十
分
か
ら
市
民
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。
講

師
は
文
芸
評
論
家
山
本
健
吉
、
作
家
曽
野
綾
子
、
作
家
渡
辺
淳
 

1
e
三
氏
で
市
民
に
有
意
義
な
講
演
に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

 

△
主
作
品
V
 

「
私小
説
作

家
論
」
 
「現
代

俳
句
」
 
「
純粋

俳
句
」
 
「
歎
石

啄
木
、
露
伴
」
 

第2回市民おはようサイクリング 
▽とき 6月3日（日）午前6時（雨天次週） 
▽集合 市庁舎お祭り広場午前5時50分 
▽コース 田園めぐり （沖飯詰～川山～鶴 

ケ岡）全コース完全舗装、約1 5、 
自転車はどんな自転車でもけっこうです。 

原則として小学校 4年生以上です。それ以 
下は父兄の同伴を必要とします。 

r
 

鶴
翼

叱
年

青
森
国体
を
成功
さ
せよ
う
 



おもわず市長もひきつられ・・・ 

ワ
慧
聾

癌
」
 

護 

警
馴
」
・
編
 

③ 

※五小学区は五所川原小学校通学区域南小学区は南小学ラ通学区域 

赤ちゃんの種痘（ほうそう）のおしらせ 

毎年実施している赤ちゃんの「ほうそう」を次の日程で接種しま 

す。該当する赤ちゃんは接種を受けるようにしてください。当日会 

場が混雑しますので、赤ちゃんの熱は必ずはかつてきてください。 

＞該当する赤ちゃん 

生後 6 カ月～24カ月までの赤ちゃん 

ン料金 無料 

母子手帳は忘れないようにしてください。 

熱が高い赤ちゃん、皮膚病、病院に通っている赤ちゃんは接種で 

きません。 

次の日程のうちつごうのよい日に接種を受けても結構です。 

地 区 名 種 
日 

種 
間 

検査
期日 

検査
時間 

接種検査場所 

五 小 学 区 6月21日 
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6月28日 
午
3
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2
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旧
旧
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旧
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午
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午
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午
ー
 
午
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午
3
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後
分
時
前
時
時
前
時
時
前
時
時
後
時
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後
時
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後
時
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後
時
（
後
時
（
後
時
【
後
分
時

時
 
分
 
分
 
分
 
分
 
分

時
 
分
時
 
分
時
 
分
時
 
分
時

4

時
時
 
分
  

）
 
支
 
雌
 
極
 

J
I
I
 

 

中
 
栄
 
梅
 
七
 

中
 
飯
 
三
 
松
 

長
 

毘
 
中
 

館
 

所
 
所
 
所
 
所
 
所
 

所
 
所
 

所
 
学
 
館
・
 

校
  

栄 6月22日 6月30日 

梅 	沢 6月22日 6月30日 

七 	和 6月25日 7月 2 日 

中 6月26日 7月 4 日 

飯 	詰 

三 	好 

6月26日 

6月27日 

7月 4 日 

7月 5 日 

松 	島 6月27日 7月 5 日 

長 	橋 6月29日 7月 6 日 

毘 沙 門 6月29日 7月 6 日 

南小 学区 7月 3 日 7月13日 
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ひ
 て

さ

ん
逝

く
 

市
の
田
植
え
と
共
同
炊
事
の

現
地
激
励
は
、
田
植
え
の
最
盛

期
に
入
っ
た
五
月
十
九
日
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。
 

市
内
の
田
植
え
は
、
五
月
中

旬
か
ら
好
天
に
恵
ま
れ
、
二
十

五
日
現
在
で
全
体
の
九
四
督
進

み
五
月
中
に
は
ほ
ぼ
終
っ
た
も

の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

現
地
の
激
励
に
は
、
佐
々
木

市
長
を
は
じ
め
市
農
林
課
、
市

農
協
、
五
所
川
原
地
区
農
業
改
 
 

良
普
及
所
職
員
な
ど
十
五
人
ほ

ど
が
参
加
。
共
同
炊
事
場
で
は

お
昼
の
お
か
ず
づ
く
り
に
精
を

だ
す
主
婦
た
ち
に
献
立
を
た
ず

ね
た
り
、
田
ん
ぼ
で
は
苗
と
り

や
植
付
作
業
で
日
焼
け
し
た
農

家
の
人
た
ち
に
 
「
良質
米
づ
く

り
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
 

と
励
ま
し
、
市
長
自
ら
田
ん
ぼ

に
入
っ
て
苗
を
植
え
る
》
幕
も

あ
り
ま
し
た
。
 

県
社
会
課
で

は
、
お
と
し
よ

り
や
身
体
障
害

児
な
ど
の
看
護

育
児
な
ど
、
家

事
援
助
を
お
こ

な
う
公
的
制
度

を
設
け
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の

制
度
の
実
施
に

必
要
な
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
を
確

保
す
る

た

め
 

「
ホ
ー
ム

ヘ
ル
 

県
内
「
の
長
寿
を
全
う
し
、
 

昨
年
一
回
目
の
 
「市
褒
賞
」
を

受
け
た
市
内
羽
野
木

沢
字
隈

無
、
真
藤
ひ
て
さ
ん
は
五
月
九

日
午
前
六
時
一
一
十分
、
老
衰

の
た
め
自
宅
で

亡
く
な

り
ま

し
た
。
ひ
て
さ
ん
は
、
あ
と
十

五
日
で
百

一
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
 

ひ
て
さ
ん
は
、
昨
年
五
月
一
一

十
五
日
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
 

パ
ー
」
 
の第
「
回
養
成
講
座
を

五
所
川
原
市
で
開
き
ま
す
。
 

▽
受
講
対
象
者
 

市
内
に
住
ん
で
い
る
、
お
よ

そ
五
十
歳
未
満
の
女
性
で
、
ホ
 

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
希
望
す
る
方

定
員
三
十
人
。
 

▽
講
習
日
時
と
場
所
 

七
月
九
日
か
ら
七
月
三
十
一

日
ま
で
ニ
十
日
間
。
毎
日
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま

で
 （
日
曜
は
除
く
）
、
場
所
は

市
内
上
平
井
町
「
北
地
方
教
育

会
館
」
 
 

県
内
一
の
長
寿

者
と
な
っ
て
話
 

題
と
な
り
、
 田
中
総
理
大
臣
か

ら
顕
彰
状
を
贈
ら
れ
た
ほ
か
「
 

多
く
の
お
と
し
よ
り
に
ク
老
後
 

4
の
自
信
を
与
え
た
」
と
し
て

昨
年
十

一
月
三
日
「
文
化
の
日
 

」
に

一
回
目
の
「
市
褒
賞
」
を

受
け
て
い
ま
す
。
 

昨
年
秋
か
ら
市
内
の
老
人
ホ
 

ー
ム
に
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
 

家
に
帰
り
た
が
っ
て
四
月
末
に

自
宅
に
戻
っ
て
か
ら
は
食
欲
も

な
く
、
八
日
夜
タ
食
も
と
ら
ず

に
寝
込
み
こ
の
朝
眠
る
よ
う
に

息
を
ひ
き
と
っ
た
、
と
い
う
。
 

市
政
ダ
イ
ヤ
ル
 

そ
の
日
の
 

行
事
や
予
定
は
 

で
ん
わ
⑤
四
三
ニ
一
番
 

▽
講
習
の
内
容
 

社
会
 
（ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
制

度
、
社
会
保
障
の
知
識
）
職
業

的
理
論
と
実
習

（食
物
、
被
服

住
居
、
家
庭
、
看
護
、
育
児
、
 

な
ど
）
実
務
訓
練

（社
会
福
祉

施
設
で
実
習
）
 

▽
受
講
料
な
ど
 

受
講
料
は
無
料
0
受
講
に
要
す

る
交
通
費
は
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

受
講
希
望
者
は
六
月
十
日
ま
で

市
福
祉
事
務
所
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
 

田
植
、
不
と
共
回

炊
事

励
ま
す
 

市
長
も
ひ
と

植
え
 

真藤ひてさん 

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ

ー
」
養
成
講
座
 



分譲住宅 の 購入者 を 募 集 

四
十
七
年
度
建
設
の
分
譲
住
宅
 

④
 

前
ニ
力
月
ー
三
カ
月
の
使
用
量

の
平
均
で
調
定
し
、
検
針
月
に

精
算
し
ま
す
 

変
更
の
な
い
町
内
は
、
 

こ
れ
ま
で
ど
お
り
毎
月
検
針
を

お
こ
な
い
ま
す
 

隔
月
検
針
で
あ

P
て
も
 

；
月
百
立方
M
以
上噂
 

一
財
産
区
議
員

補
ー
一
 

r
欠
選
は

2
8日
ー
一
 

羽
野
木
沢
、
原
子
、
俵
元
財

産
区
の
区
議
会
議
員
補
欠
選
挙

は
、
六
月
二

十
？
日
告

示
さ

れ
、
六
月
二
十
八
日
午
前
七
時

か
ら
六
時
ま
で
投
票
が
お
こ
な

わ
れ
ま
す
。
 

投
票
所
は
俵
元
公
民
館
、
羽

野
木
沢
小
学
校
で
す
。
 

1
七
十
歳
以
上
の

ー
一
一
 

r
方
に
お
願

い

L
 

満
七
十
歳
以
上
の
方
で
、
こ

れ
か
ら
病
院
や
診
療
所
な
ど
で

診
療
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
必
ず
保
険
証
と
「
老
人
医

療
費
受
給
者
証
」
そ
れ
に
印
鑑

な
窓
口
A
お
出
し
く
だ
さ
い
o
 

こ
れ
ら
を
持
た
ず
診
療
を
受

け
ま
す
と
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
 

1

水

道

料
委

託
徴

ー
一
 

一ー

収

員

決
ま
る
ー
 

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
四
十
八

年
度
の
「
水
道
料
金
等
徴
収
員
 

」
を
次
の
と
お
り
委
託
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
，

.
 

い
し
ま
す
。
 

安
田
義

一
（
下平
井
町
）
高

橋
武
一
（
東
町
）
平
山
国
太
郎
 

（
新
町
）
工
藤
ス
、、、
ョ
 
（
中平

井
町
）
長
尾
与
広
（
松
島
町
）
 

藤
田
さ
だ
（
田
町
）
吉
村
栄
（
 

田
町
）
近
藤
き
君
（
平
和
町
）
 

成
田
平
司

（雛
田
）
岩
谷
賢

司

（寺
町
）
福
士
孝

一
（岩
木

町
）
松
本
平
内
（
末
広
町
）
斎

藤
リ
セ
 
（鎌
谷
町
）
吉
村
嘉
工

門

（漆
川
）
成
田
き
く
（
東
町
 

）
笹
田
義
美

（
弥
生
町
）
 

福
士
行
男
（
旭
町
）
長
内
唯

六
（
錦
町
）
小
田
桐
七
郎
（
湊
 

）
今
勝
司

（
湊
）木
村
イ
ナ
 （
 

湊
）
原

一
郎

（
新宮
町
）
 

<
Y
 

山
口
き
く

（
飯
詰）
小
野
千
 r

 
代
造
（

一
野
坪
 

）
井
沢
い
す

（
 

東
雲
町
）
小
山

内
与
之
助
（
唐

笠
柳
）
相
馬
堅

固

（
水野
尾
）
 

竹
谷
弥
次
郎

（
 

下
平
井
町
）
工
 

藤
り
み

（
稲実
）
堀
内
正
男

（
 

岩
木
町
）
小
野
レ
イ
子

（
高
瀬
 

）
斎
藤
信
一

（
羽野
木
沢
）
 

（
敬称
略
）
 

1
国
の
行
政
相
談

ー
 

r
員
決
 

ま
 
る
L
 

行
政
管
理
庁
で
は
、
国
民
の

行
政
に
関
す
る
苦
情
の
相
談
に

応
じ
、
そ
の
解
決
を
手
助
け
す

る
た
め
、
各
市
町
村
に
 
「行
政

相
談
委
員
」
を
配
置
し
て
い
ま

す
が
当
市
で
は
昭
和
四
十
八
年

四
月
一
日
付
け
で
次
の
方
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
 

坂
本
甚
作
氏
（
姥
落
）
、
渋

谷
志
郎
氏
（
柏
原
町
）
 

市
の
水
道
第
三
次
拡
張
工
事

も
終
了
し
、
給
水
戸
数
も
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す

が
、
水
道
課
で
は
メ
ー
多
ー
検

針
の
日
程
を

一
部
隔
月
検
針
に

変
更
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

一
、
認
定
月
の
使
用
量
は
、
 

）
▽
三
月
二
十
八
日
 
（
木
）
 

一
ー
保
険
料
は
前
納

ー
一
 

r
が
お
得
で

す
ー
一
 

毎
月
払
い
込
み
に
な
っ
て
い

る
簡
易
保
険
の
保
険
料
を
ボ

ー
 

ナ
ス
な
ど
家
計
に
余
裕
の
あ
る

時
期
に
三
カ
月
分
以
上
前
納
さ

れ
ま
す
と
前
納
割
引
が
あ
り
お

得
で

す
の
で
お
す
す
め
し

ま

す
。
 

保
険
料
が
一
万
円
の
場
合

▽
三
カ
月
分
で
は
、
三
万
円

の
割
引
率
三
分
三
厘
で
割
引
額

千
円
、
払
い
込
み
額
は
二
万
九

千
円
 

▽
一
年
分
で
は
、
十
二
万
円

の
割
引
率
八
分
三
厘
で
割
引
額

は
一
万
円
で
払
い
込
み
額
は
十
 

「
万
円
に
な
り
ま
す
。
 

（
五所
川
原
郵
便
局
）
 

事
業
所
は
毎
月
検
針
し
ま
す

▽
奇
数
月
検
針
 

千
鳥
町
、
姥
落
、
梅
田
、
稲

実
、
七
ッ
館
、
広
田
、
浅
井
、
 

神
山
、
小
曲
、
湊
、
飯
詰
 

▽
偶
数
月
検
針
 

吹
畑
、
米
田
、
水
野
尾
、
唐

笠
柳
、
石

岡
、
金
山
、

太

刀

打
、
尻
無
、
漆
川
、
桃
崎
、

一

野
坪
、
新
宮
町
 

暴
醸
鵬
替
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
は
「
 

社
会
保
険
相
談
所
」
を
次
の
 
日
 

程
で
開
き
ま
す
。
 

給
与
所
得
者
の
健
康
保
険
、
 

厚
生
年
金
な
ど
に
関
す
る
相
談

に
あ
た
り
ま
す
。
相
談
員
は
、
 

弘
前
社
会
保
険
事
務
所
担
当
員

で
す
。
時
間
は
、
午
前
九
時
か

ら
午
後
二
時
ま
で
、
い
ず
れ
も

同
商
工
会
議
所
で
。
 

▽
六
月
二
十
六
日

（
火
）
▽

七
月
二
十
六
日

（
木
）▽
八
月

二
十
八
日

（
火
）
▽
九月
二
十

六
日

（
水
）
▽
十月
二
十
六
日
 

（
金）
▽
十

一
月
二
十
七
日

（
 

火
）
▽
十
二
月
二
十
六
日

（
水
 

）
▽
四
十
九
年

一
月
二
十
五
日
 

（
金）
▽
二
月
二
十
六
日
 
（
火
 

水
道

料
金
 

松
島
な
ど

一
 部
で

隔
月
検
針
 

おしらせ 

篇
 

市では、新宮団地に建設中の頭金の一時払いで、住宅金融公 

庫融資付き一般分譲住宅の購入者を次のとおり募集します。 

レ募 集 期 問 昭和48年6月21日～6月30日 

レ受 付 場 所 市窓口サービス課住宅係、電話⑤2111番 

（内線275番）、県住宅供給公社、青森 

市新町2丁目、電話青森口釧625番 

レ募 集 戸 数 10戸 

レ住 宅 の 概 要 土地 280平方M(85坪）-450平方MG3 
6坪）建物 53平方M(16坪）-74平方M 
(22坪） 

木造平家建て 

レ分譲予定価格 如0万円～450万円位 

レ財 源 の 内 訳 公庫借入金 185万円～188万円 

自己負担金 210万円～260万円 

ン頭金納付予定月日 昭和48年7月下旬 

レ住宅の引渡時ち昭和始年11月 

、
＼
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